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第１３４回柏崎しんきん地区内経済指標
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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 10,105 -1.43 -0.15 4,070 -0.31 -0.07

東 部 地 区 14,339 -0.40 -0.04 5,564 1.09 0.03

西 部 地 区 10,754 0.55 -0.08 3,892 3.18 -0.23

駅 南 地 区 6,410 0.73 0.32 2,601 0.89 0.23

半 田 地 区 3,535 1.96 0.36 1,286 3.96 0.39

横 山 地 区 5,671 0.67 -0.01 1,841 1.88 0.10

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,930 0.44 -0.04 2,324 1.21 0.30

荒 浜 地 区 5,278 0.45 -0.15 2,018 2.48 0.00

そ の 他 地 区 21,885 -1.23 -0.01 7,251 -0.28 0.06

西 山 町 地 区 6,589 -2.05 -0.01 2,161 -1.05 0.13

高 柳 町 地 区 2,111 -3.47 -0.47 860 -2.60 -0.23

柏 崎 市 計 93,607 -0.45 -0.02 33,868 0.84 0.04

刈 羽 村 4,992 -0.10 -0.12 1,514 1.27 0.00

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,658 -2.07 -0.12 2,148 -0.37 -0.09

出 雲 崎 町 5,390 -1.58 -0.07 1,826 -0.27 -0.05

合        計 110,647 -0.59 -0.03 39,356 0.73 0.03

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,251 3.30 3.04

月 間 有 効 求 職 者 1,277 -8.12 -0.46

月 間 有 効 求 人 倍 率 0.98 0.89 0.11* -0.02* 0.03* -0.01*

*印は差し引き計算

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で下回り、全体で６５９人、０．５
９％の減少となっている。なお、市町村・地区別では柏崎市が４２６人、０．４５％、刈羽村が５人、０．
１０％、小国地区（長岡市）が１４１人、２．０７％、出雲崎町が８７人、１．５８％とそれぞれ減少して
いる。
　また、前月比においても、柏崎市が２５人、０．０２％、刈羽村が６人、０．１２％、小国地区が８人、
０．１２％、出雲崎町が４人、０．０７％と減少し、全体では４３人、０．０３％の減少となっている。
　一方、世帯数は前年同月比で柏崎市が２８３世帯、０．８４％、刈羽村が１９世帯、１．２７％と増加し
ていることから、全体では２８９世帯、０．７３％の増加となった。
　また、前月比においても、柏崎市が１６世帯、０．４％と増加したことから、全体では１３世帯、０．０
３％の増加となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常用）
では月間有効求人数が１，２５１人と前年同月比で４０人、３．３０％の増加、前月比でも３７人、３.０
４％の増加となった。
　一方、月間有効求職者数は１，２７７人と前年同月比で１１３人、８.１２％の減少、前月比でも６人、
０.４６％の減少となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は０．９８倍と前年同月比で０．１１ポイント、前月比でも０．０３ポイ
ント上回っている。なお、県平均０．８９倍に対しては０．１０ポインと大幅に上回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）は、月間新規求人数が４６９人と前年同月比で４６人、
１０．８７％の増加、月間新規求職者数でも３８１人と前年同月比で３５人、１０．１２％と増加した結
果、月間新規求人倍率は１．２３倍と前年同月１．２２倍を０．０１ポイント上回っている。



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 25 -9 -12 62 -13

共 同 住 宅 0 -1 -4 4 3

事 務 所 1 1 1 1 1

作 業 所 ・ 工 場 2 -2 -3 7 2

営 業 建 物 2 2 0 4 1

公 共 建 物 1 0 1 1 -1

そ の 他 15 -11 7 23 -14

合       計 46 -20 -10 102 -21

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 64,607 0.34 0.14 18,884 5.60 -3.61

電 力 12,325 -2.70 0.13 44,589 3.87 -4.01

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 1,527,880 -5.86 -19.26 729,540 0.28 3.67

営 業 用 205,208 -3.08 -22.65 130,559 -1.20 0.91

工 場 用 408,185 49.68 -5.94 133,941 -3.89 -5.75

官 公 学 校 用 278,008 -5.30 -38.64 85,543 2.86 12.12

そ の 他 267 130.17 147.22

合       計 2,419,281 0.76 -20.54 1,079,850 -0.22 2.68

当　月　の　申　請

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で２２５口、０．３４％の増加、前月比でも９４口、０．１４％の増加と
なった。一方、電力では前年同月比で３４３口、２．７０％の減少となったものの、前月比では１７口、
０．１３％の増加となっている。
　使用量においては、電灯が前年同月比で１，００３千kwh、５．６０％の増加となったが、前月比では７
０９千kwh、３．６１％と減少している。一方、電力も前年同月比で１，６６５千kwh、３．８７％の増加、
前月比では１，８６５千kwh、４．０１％の減少となっている。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

平成19年5月の累計

　建築確認申請の状況は、当月申請合計が前年同月比で２０件の減少、前月比でも１０件の大幅な減少とな
り、工種全体では４６件の申請となった。工種別内訳の主な増減をみると、前年同月比では一般住宅（併
用）で９件、その他で１１件の減少となり、前月比では一般住宅（併用）で１２件、共同住宅で４件、作業
所・工場で３件と減少したが、その他で７件の増加となっている。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が２２件、増築が１９件、改築が５件となっており、一般住宅（併
用）における市内・市外施工業者別確認件数については、市内施工業者が１２件（うち新築０件、増築１０
件、改築２件）、市外施工業者が１３件（うち新築７件、増築５件、改築１件）となった。

　柏崎地域のガス供給量は、用途全体では前年同月比で１８，２７４㎥、０．７６％の増加となったが、前
月比では暖房需要の減少から６２５，５９４㎥、２０．５４％の大幅な減少となっている。用途別内訳を見
ると、前年同月比では工場用が１３５，４９３㎥、４９．６８％と大幅に増加しており、前月比では全ての
用途で減少し、特に工場用を除く全ての用途では二桁台の大幅な減少となっている。
　一方、水道給水量は、用途全体では前年同月比で２，４０２㎥、０．２２％の減少となったものの、前月
比では２８，２８５㎥、２．６８％と増加している。用途別内訳を見ると、前年同月比では営業用、工場用
が減少しており、前月比では工場用を除く全ての用途で増加となっている。

【単位 ： 　件】



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 76,640 -0.64 3.84 80,680 -1.79 4.69

西 山 41,270 -0.38 7.13 37,488 -1.05 8.46

米 山 25,261 1.72 14.09 22,258 1.58 11.41

合 計 143,171 -0.15 6.47 140,426 -1.07 6.70

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 335,362 0.40 -1.23 135,558 0.78 -1.80

平 残 334,741 1.09 1.28 135,007 0.56 -1.41

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 6,427 -6.78 14.76

交 換 金 額 5,594 -0.96 20.03

不 渡 り 手 形 枚 数 0 -100.00 -100.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 -100.00 -100.00

【単位 ：　台、％】

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で２２４台、０．１
５％の減少となったものの、前月比では８，７１０台、６．４７％の増加となった。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で１，５２７台、１．０７％の減少、前月比では８，８２４
台、６．７０％の増加となっている。
　インター別の内訳を見ると、前年同月比では柏崎、西山インターの出入口で減少しており、前月比では全
てのインターの出入口で増加となった。特に米山インターの出入口は前年同月比でも増加、前月比では二桁
台の増加率を示している。

  預金は、末残が前年同月比で１，３５８百万円、０．４０％の増加となったものの、前月比では４，１９
６百万円、１．２３％の減少となった。また、平残においては前年同月比で３，６３３百万円、１．０９％
の増加、前月比でも４，２４４百万円、１．２８％の増加となっている。
　一方、貸出金は末残が前年同月比で１，０５６百万円、０．７８％の増加となったが、前月比では２，４
９７百万円、１．８０％の減少となり、平残においても前年同月比で７６２百万円、０．５６％の増加、前
月比では１，９４０百万円、１．４１％と減少している。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

　柏崎市内の手形交換高は、交換枚数が前年同月比で４６８枚、６．７８％の減少、前月比では前月末日の
休日要因から８２７枚、１４．７６％の大幅な増加となっている。また、交換金額も同様に前年同月比で５
４百万円、０．９６％の減少、前月比では９３３百万円、２０．０３％の大幅な増加となった。不渡手形は
発生しておらず、前年同月比で５枚、３百万円の減少、前月比で６枚、３百万円の減少となっている。
　平成１９年５月の法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は８件（前年同月４件、前月
７件）、負債総額４１億円（同３６億円、同２６５億円）、１件当たりの負債額５億円（同９億円、同３７
億円）となっている。
　なお、柏崎地域では柏崎市が４０％出資する第三セクターの（株）柏崎ぶどう村が、５月２日に新潟地裁
長岡支部へ自己破産を申請したことで、１件、負債総額１億６，３９０万円が発生している。
　県内地区別では下越地区７件（新潟市５件、佐渡市１件、五泉市１件）、中越地区１件（柏崎市１件）、
上越地区では発生していない。業種別は製造業２件、販売業３件、サービス業・その他３件で、倒産原因別
の状況は販売不振６件、その他の経営計画の失敗１件、その他１件となっている。
　県内企業倒産は、大型倒産（負債１０億円以上）が１件、負債総額３１億円発生している。全体では前年
同月比で４件、負債総額５億円の増加、前月比で１件増加したが、負債総額は２２４億円の減少となってい
る。
　当月の倒産は小規模な倒産が大半を占めていることや、内訳はサービス業が３件、小売（販売業）が２件
と消費関連業種での倒産が目立っているなど、景気回復局面のなかでも個人消費回復の遅れや大手業者との
競合から二極化が進んでいることが窺え、中小・零細企業の淘汰が加速していくことが懸念される。

入　     口 出　     口


